
平成22年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

部局名

中学校管理事業

教育委員会

課室名 教育委員会総務課
学校教育課

予算

　○中学校管理事業・・・市内7校の運営費及び施設管理費
　　　　・報酬(学校医・嘱託職員等)　35,662,902円
　　　　・嘱託職員社会保険料　4,445,407円
　　　　・旅費　134,651円
　　　　・需用費　33,839,241円
　　　　・役務費　2,742,091円
　　　　・委託料　13,038,426円
          ①地域活性化・きめ細やかな臨時交付金事業分　2,541,000円
　　　　 ②通常分　10,497,426円
　　　  ・使用料及び賃借料　4,095,898円
　　　  ・工事請負費　39,745,650円
          ①地域活性化・きめ細やかな臨時交付金事業分　39,518,850円
　　　　 　・朝地中学校　体育館防玉ネット、ベランダ改修
            ・犬飼中学校　テニスコート防玉ネット
            ・三重中学校　内装、体育館暗幕取替
            ・緖方中学校　倉庫、照明設置
          ②通常管理分　226,800円
　　　　・原材料費　1,146,184円
　　　　・備品購入費　1,894,236円
　　　　・負担金補助及び交付金　2,000円
　　　　　　　計　136,746,686円
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２０～Ｈ２２（決算額）、Ｈ２３（予算現額） ６．H24年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）
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